
東京湾と相模湾を
分ける三浦半島の最南端、三浦市三崎町。沖合でクジラやイルカが見られ
る三崎港は、古くから沖合・遠洋漁業の拠点として発展。日本有数のマグ
ロ水揚げ基地であり、「三崎マグロ」で知られる。
昭和60年、当時の市長が、市の経済活性化のキーワードとして、全国で
初めて「海業」を提唱した。相模湾越しに富士山を望む好立地（埋立地）
では、現在、富裕層をターゲットにした高級リゾート開発を進めている。

神奈川県 三浦市

1

資料７



2

「海業」の基幹的施設とし
て、平成13年に開業。三崎港の特性を活かしながら、観光業との連携によりリゾート性を高め、
ゲストバース（海からの来訪者のためのボート一時係留施設）や産直センター機能を併設した「海を楽しむ」拠
点。㈱三浦海業公社（県と市による出資比率51％の第三セクター）が運営し、三浦市を訪れる観光客のほ
とんどが、この施設を訪れる。首都圏から三浦市へ人を呼ぶ、大きな動機付けとなっている。

三崎フィッシャリーナ・ウォーフ

みうら・みさき 海の駅「うらり」

来訪者の発地場所 来訪手段（複数回答）
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「うらり」の事業概要
やさい館外観 2回テラス（BBQ可）

城ヶ島渡船
●1.2 〇1.7万人

水中観光船
●7.8 〇5万人

レンタルボート
●0.3 〇263回

レンタサイクル
●5.8 〇6,616台

さかな館 ●646 〇124万人

●年商（百万円） 〇利用者数等

上記以外にも、研修室貸出、駐車場運営、漁港巡視
管理、トラックスケール管理、市民ホール運営管理、ﾌｨﾙ
ﾑｺﾐｯｼｮﾝ事業などがあり、全体で約1千万円の黒字。

ゲストバース ●8.3 〇1,146隻

やさい館 ●131 〇さかな館に含む

周辺の飲食店の反対
から、レストランはない。

取扱注意 会議終了後回収します。
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出典：水産庁漁港漁場整備部


